
TES検出器による高分解能測定 
→ 従来では識別困難であった構造を分離
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ミュオン分子の共鳴状態を直接観測 
→ 量子状態レベルで同定に成功

拡大図
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量子状態ごとの寄与を 
実験的に識別可能に

ミュオン分子 
共鳴状態 (ddμ*) 
由来の構造

従来型検出器による分解能
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